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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期
第１四半期
累計期間

第88期
第１四半期
累計期間

第87期

会計期間

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

自平成25年
６月１日
至平成25年
８月31日

自平成24年
６月１日
至平成25年
５月31日

売上高（千円）     4,506,420     4,389,345     17,012,228

経常利益（千円）    230,117    356,711     771,314

四半期（当期）純利益（千円）     51,404     186,800     468,001

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
    －     －     －

資本金（千円）     1,150,000     1,150,000     1,150,000

発行済株式総数（千株）     19,164     19,164     19,164

純資産額（千円）     18,168,907     18,741,520     18,711,311

総資産額（千円）     23,722,981     24,140,556     23,828,240

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
    2.68     9.76     24.44

※潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額（円）
    －     －     －

１株当たり配当額（円）     －     －     15.00

自己資本比率（％）     76.59     77.63     78.53

　（注）１．※当社は、潜在株式がありませんので、数値を記載しておりません。

　　　　２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1）業績の状況

　当第１四半期累計期間における世界経済は、米国経済の緩やかな回復傾向が継続しているものの、欧州での景気

低迷が長期化し、中国等の新興諸国における経済成長の鈍化も懸念され、先行きの見通しは、依然として不透明な

状況でありました。

　わが国経済は、さまざまな経済政策等に加え、為替の円安基調を背景として景気に緩やかな回復の動きが見ら

れ、先行きの見通しは、持ち直しつつある状況でありました。

　このような経営環境にあって当社は、主に国内で商談の動きが見られる造船業界はもとより、ガスタービン・火

力発電用バルブの受注にも積極的に取り組み、幅広い顧客訪問により、メンテナンス関連の部品の受注にも注力い

たしました。その結果、全体の受注高につきましては、前期実績を上回る成績をあげることができました。

　当第１四半期累計期間における受注高は、４，４３０百万円（対前年同期比９．８％増）となり、３９４百万円

前年同期を上回りました。品種別に見ますと、自動調節弁２，０２９百万円、バタフライ弁９９８百万円、遠隔操

作装置１，４０２百万円となり、対前年同期比では、それぞれ１５百万円増、２１３百万円減、５９２百万円増で

主に遠隔操作装置の受注に回復の動きが見られる結果となりました。

　売上高では、４，３８９百万円（対前年同期比２．６％減）となり、１１７百万円前年同期を下回りました。品

種別では、自動調節弁２，０７６百万円、バタフライ弁１，１５８百万円、遠隔操作装置１，１５４百万円とな

り、自動調節弁、バタフライ弁については前年同期を下回りましたが、遠隔操作装置については前年同期を上回る

実績となりました。また、輸出関連の売上高は、前年同期を３６４百万円下回る７２８百万円にとどまりました。

　この結果、当第１四半期累計期間末の受注残高は期首に比べて４０百万円増の９，７７８百万円となりました。

　利益面におきましては、部品注文等の収益貢献もあり、経常利益は３５６百万円（対前年同期比５５．０％

増）、四半期純利益は、特別損失として投資有価証券評価損４８百万円控除後１８６百万円（対前年同期比２６

３．４％増）となり、いずれも前年同期を大幅に上回りました。

　なお、当社はバルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、上記業績についてはセグメ

ント別に代えて品種別に示しております。

　

(2）財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ３１２百万円増加の２４，１４０百万円となりまし

た。これは、現金及び預金が３３１百万円、売上債権が４１７百万円、棚卸資産が１５３百万円増加しましたが、

有価証券が５０１百万円、投資有価証券が６８百万円減少したこと等が主要な原因であります。

　負債の部では、仕入債務が３１９百万円、流動負債のその他が１０３百万円増加し、賞与引当金が１１１百万円

減少したこと等により、前事業年度末と比べ２８２百万円増加の５，３９９百万円となりました。

　純資産の部では、四半期純利益による利益剰余金の増加が１８６百万円、その他有価証券評価差額金が２４１百

万円になったことにより、配当金の支払等があったものの、前事業年度末と比べ３０百万円増加の１８，７４１百

万円となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第１四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また同期間に

おいて、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4) 研究開発活動

  当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、６，４６８千円であります。 

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付

けて記載はしておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,164,000

計 76,164,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年10月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,164,000 19,164,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 19,164,000　 19,164,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年６月１日～

 平成25年８月31日
－ 19,164 － 1,150,000 － 515,871

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年5月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

　     ①【発行済株式】

 平成25年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     20,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,084,000  19,084 －

単元未満株式 普通株式     60,000 －         －

発行済株式総数 19,164,000 － －

総株主の議決権 － 19,084 －

　       

②【自己株式等】

 平成25年５月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱中北製作所

大阪府大東市深野

南町１番１号
20,000 － 20,000 0.10

計 － 20,000 － 20,000 0.10

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は20,435株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割

　　　　合は0.11％であります。 

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年６月１日から平成25

年８月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、公認会計士西納　功氏並びに優成監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,544,764 5,876,715

受取手形及び売掛金
※ 6,465,925 ※ 6,883,068

有価証券 1,352,555 851,067

商品及び製品 891,486 995,548

仕掛品 1,459,453 1,446,209

原材料及び貯蔵品 1,347,681 1,410,650

その他 835,579 844,431

貸倒引当金 △32,530 △34,630

流動資産合計 17,864,916 18,273,060

固定資産

有形固定資産

土地 1,551,106 1,551,106

その他（純額） 1,921,284 1,884,661

有形固定資産合計 3,472,390 3,435,768

無形固定資産 42,441 37,543

投資その他の資産

投資有価証券 2,277,332 2,208,560

その他 173,408 187,873

貸倒引当金 △2,249 △2,249

投資その他の資産合計 2,448,491 2,394,184

固定資産合計 5,963,323 5,867,495

資産合計 23,828,240 24,140,556

負債の部

流動負債

支払手形
※ 133,124 ※ 156,544

買掛金 2,281,622 2,577,731

賞与引当金 222,000 111,000

製品保証引当金 102,000 102,500

その他 339,766 443,526

流動負債合計 3,078,513 3,391,302

固定負債

長期借入金 1,850,000 1,850,000

退職給付引当金 23,626 －

役員退職慰労引当金 45,160 45,160

資産除去債務 35,422 35,572

その他 84,207 77,000

固定負債合計 2,038,416 2,007,733

負債合計 5,116,929 5,399,035
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,150,000 1,150,000

資本剰余金 1,479,586 1,479,586

利益剰余金 15,836,953 15,880,177

自己株式 △9,997 △9,997

株主資本合計 18,456,543 18,499,767

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 254,767 241,753

評価・換算差額等合計 254,767 241,753

純資産合計 18,711,311 18,741,520

負債純資産合計 23,828,240 24,140,556
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 4,506,420 4,389,345

売上原価 3,916,912 3,673,768

売上総利益 589,507 715,577

販売費及び一般管理費 410,348 400,773

営業利益 179,158 314,803

営業外収益

受取利息 12,632 10,046

受取配当金 17,211 17,251

不動産賃貸料 20,081 20,950

為替差益 1,240 －

雑収入 4,338 3,053

営業外収益合計 55,504 51,302

営業外費用

支払利息 4,545 4,208

為替差損 － 5,018

雑損失 － 167

営業外費用合計 4,545 9,394

経常利益 230,117 356,711

特別損失

投資有価証券評価損 137,643 48,867

その他 6,066 －

特別損失合計 143,709 48,867

税引前四半期純利益 86,407 307,844

法人税等 35,003 121,044

四半期純利益 51,404 186,800
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。　

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

　実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

　す。

　

（四半期貸借対照表関係）

　　　　受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成25年５月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年８月31日）

受取手形裏書譲渡高　 31,113千円 42,826千円

　

 ※　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりでありま

す。
　

　
前事業年度

（平成25年５月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年８月31日）

受取手形 －千円 161,179千円

支払手形 －千円 38,856千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日）

減価償却費 100,596千円 74,955千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成24年６月１日　至平成24年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年８月29日

定時株主総会
普通株式 287,197 15.0  平成24年５月31日  平成24年８月30日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成25年６月１日　至平成25年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年８月28日

定時株主総会
普通株式 143,576 7.5  平成25年５月31日  平成25年８月29日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　　　　記載すべき事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載は省略しておりま

す。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

  １株当たり四半期純利益金額 2円68銭 9円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 51,404 186,800

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 51,404 186,800

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,146 19,143

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

                                                                                         平成25年10月９日

株式会社中北製作所

取締役会　御中

 

 公認会計士　西納功事務所

 

　　
　  公認会計士　 西納　　功　　　　  印

 優成監査法人

 

　 指定社員

 業務執行社

員　

 公認会計士 加藤　善孝　　　　  印

 

　 指定社員

 業務執行社

員　

 公認会計士 本間　洋一　　　　  印

 私並びに当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社中北製作所の平成25年６月１日から平成26年５月31日までの第88期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年６月１日

から平成25年８月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　私並びに当監査法人の責任は、私並びに当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。私並びに当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私並びに当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　私並びに当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中北製作所の平成25年８月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

利害関係

会社と私並びに当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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